別紙様式１

令和６年　　月　　日

国立大学法人北海道国立大学機構
帯広畜産大学産学連携センター長　殿
氏　　　名
所属・学年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導教員
令和６年度 学生と地域がつながるまちづくり支援事業
○○○○との間の共同研究の実施の提案について

＊赤字部分は削除して提出してください。
	区　　分
	内　　　　　　　　　容

	共同研究対象者
	組織名
	

	
	住　所
	

	
	代表者
	

	
	連絡先
	所属：　　　　　　　氏名：
電話：　　　　　　　メール：

	研究課題名
	

	研究目的
	

	共同研究の内容
	（概要）＊200字程度で記入してください。


	
	（本文）＊本枠全体を600～800字程度で記入してください。
【本共同研究の提案に至った経緯・背景】
＊記述例）アルバイト先の農家で出荷のできない規格外野菜が多くあることを知り、加工して有効利用したいと考えたため。など
【十勝の企業が有する課題を理解するための工夫】
＊本共同研究を検討するにあたり、申請者が積極的に行った、または行う予定の取り組みを記載してください。
【研究の内容及び方法】
＊本共同研究の期間内に実施する具体的な研究内容及び方法について記載してください。
【研究成果として期待される内容】
＊十勝の地域課題解決や産業競争力強化へつながる有効性に触れて記載してください。


	実施予定期間
	契約締結日　～　令和７年２月２８日

	大学法人の負担予定経費（概算）及び研究施設等

【知的財産含む】
	研究経費
	円

	
	研究施設
	

	
	知的財産
	


【参考】

研究業務の分担
	本　学
	

	民間機関等
	


研究開発の計画
	実施項目
	担当者
	～7月
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月

	記入例
総括・分析
	○○
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＊→を引いて実施時期を記入し、必要に応じて行を追加してください。
研究代表者・分担者
	
	所　属　・　職　名
	氏　　名
	相手方への
常駐の有無

	本　学
	
	
	

	民間機関等
	
	
	


· 研究代表者（教員）の氏名には◎を付けてください。
· 学生の所属・学年・氏名を記載してください。
費用区分

	区　　　　分
	直　接　経　費
	研 究 支 援 経 費
	研　究　料

	本　学
	民間機関等の実施場所で本学が負担する額
	円
（本事業の上限：40万円以内の金額を記入してください。）
	
	

	民間機関等
	本学の実施場所で民間機関等が負担する額
	円
	円
（直接経費の30％の金額を記入してください）
	円

	
	合　　　　　　計
	円


※１　研究料とは，本学及び民間機関等が相手方へ研究担当者等を常駐させる場合に相手方へ納入する費用

※２　民間機関等の実施場所で本学が負担する額とは，本学が民間機関等へ納入する費用

※３　本学の実施場所で民間機関等が負担する額とは，民間機関等が本学へ納入する費用
